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１．研究の概要 

地球規模の水循環変動に伴う異常気象により、近年水・土砂災害、渇水被害が頻発して

いる。これらの災害等を、水・土砂災害、渇水被害を防止・軽減するためには、降水量の

予測情報を活用して豪雨や渇水の発生する時期と規模を予知することにより適確な対策

を事前に講じる必要があるが、これまでわが国の水管理においては、降水量の予測情報は

精度上の問題があることから十分活用されてこなかった。 
しかし、近年、気象衛星等による気象観測が充実するとともに、気象予測モデルの進歩

等により降水量の予測精度が向上しつつある。そこで本研究では、降水量の予測情報を新

たに活用して洪水予警報、土砂災害の警戒・避難、貯水池の効率的運用等を行うことがで

きる次世代水管理技術の開発を行った。 

また、アジアモンスーン地域等の技術者との国際的ネットワークを構築し、ここで開発

した技術を含めわが国の水管理技術を提供するなど、海外との情報交換を行った。 

 
２．研究の目的 

本研究は、予測降水量を活用した洪水予警報、土砂災害の警戒・避難、貯水池の効率的

運用等が可能な次世代水管理技術を開発するとともに、アジアモンスーン地域をはじめと

した海外との情報交換・提供を行うことにより、水災害等の防止・軽減による安全な社会

の実現に資することを目的とし、具体的には以下の成果目標を設定して研究を実施した。 

Ⅰ．次世代水管理技術に関する研究 

①予測降水量を活用した洪水予警報に関する技術開発 

②予測降水量を活用した土砂災害警戒・避難に関する技術開発 

③予測降水量を活用したダム貯水池の効率的運用に関する技術開発 

④予測降水量を活用したダム貯水池水質の効率的管理に関する技術開発 

Ⅱ．海外の水問題を解決するための国際貢献 

①水管理技術に関する海外との情報交換・提供 

 
３．自己点検結果 

○目標の達成度 
本研究の成果目標に対する研究成果及び成果の活用方針は、別紙様式３の通りである。 
予測降水量を活用した水管理のための各種モデル、システムを開発するとともに、精度

評価等を通じて予測降水量のダム貯水池管理・運用への適用性を明らかにした。これらの

成果は引き続き行う検討に活用される他、一部の成果については実務への試験的導入が予

定されている。 
また、国際会議において特別セッションを主催し、アジアモンスーン地域の水問題及び

それらへの取り組みについて海外の専門家等と情報交換・共有を行った。 
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以上より、上記の成果目標は概ね達成されたものと考える。 
 
○成果 

別紙様式３による。 
 
○本研究開発の実施方法・体制の妥当性 

本研究の対象とする地球規模水循環に関する分野は、大学その他関連省庁の研究機

関においても数多くの研究がなされており、プロジェクトの推進にあたっては、関係

機関との連携が不可欠である。そのため、所内は言うまでもなく地方整備局や事務所、

気象庁との会議の他、総合科学技術会議が主催する地球規模水循環変動研究イニシャ

ティブ会合などにおいて、文部科学省、農林水産省、国土交通省、環境省の本省担当

者及びイニシャティブ関係研究者と意見交換を実施しながら研究を推進した。 

以上より、研究実施方法及び体制は妥当である。 

●研究の実施体制 
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●研究の実施方法 

各分野毎に下図に示した年度計画及び研究費配分で研究を実施した。 
 

年度計画と研究費配分 
総研究費 
約 250 

［百万円］ 

区分 

（目標、サブテーマ、分野等） 
Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ 研究費配分 

Ⅰ．次世代水管理技術に関する研究 

 

 

①予測降水量を活用した洪

水予警報に関する技術開発

 

 

   

 

 

約 57 

［百万円］ 

 

 

洪水予測システムの開発 

確率的洪水予測手法の検討

②予測降水量を活用した土

砂災害警戒・避難に関する

技術開発 

 

 

   

約 59 

［百万円］ 

 

 

③予測降水量を活用したダ

ム貯水池の効率的運用に関

する技術開発 

 

 

   

約 89 

［百万円］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④予測降水量を活用したダ

ム貯水池水質の効率的管理

に関する技術開発 

 

 

  

システム開発、実測事例の適用性お

よびモデルの特性に関する検討 

水文・斜面安定モデルを組み合わせた分

布型土砂災害発生予測モデルの検討 

 

約 42 

［百万円］ 

   

Ⅱ．海外の水問題を解決するための国際貢

献 

 

 

約５ 

［百万円］ 

降水量予測情報を用いた 
ダム水質管理の検討 

ダム貯水池水質予測モデルの構築 

水質管理施設の
操作方法の検討 

分布型リアルタイム 
ダム流入量 

予測モデル開発 

降水量予測情報の精度評価 

会議開催準備

国際会議開催
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○上記を踏まえた、本研究開発の妥当性 

本研究開発は、水災害等の防止・軽減による安全な社会の実現に向けて、有効なシステ

ムや資料・知見等を提供しており、その社会的意義は大きい。また各種の研究成果は学術

的・技術的に意義を持つものでもある。これらのことから、本研究開発は妥当であったと

言える。 

 
４．今後の取り組み 
Ⅰ．次世代水管理技術に関する研究 

①予測降水量を活用した洪水予警報に関する技術開発 

更なる精度向上を図るためには、予測雨量分布のばらつき（標準偏差）に加えて、

今後は予測雨量の時系列変化（波形）にも着目する必要があると考えられる。 
②予測降水量を活用した土砂災害警戒・避難に関する技術開発 

土砂災害発生予測モデルの実用化の課題として、各種パラメータの平面、垂直分布

の与え方があげられる。これらの条件設定が解析結果の精度に影響を及ぼすため、今

後は実際の現地における観測結果、災害事例と計算結果の比較を行って、計算手法が

土砂生産予測精度に及ぼす影響を明らかにすることで土砂生産予測モデルの課題が

抽出できると考えられる。 
そのうえで、一般的に利用可能な形としてモデルを改良して、土砂災害のソフト対

策に活用する予定である。 
③予測降水量を活用したダム貯水池の効率的運用に関する技術開発 

今後、今回開発したリアルタイム流入量予測システムをダムを管理しているいくつ

かの事務所に試験的に導入し、ダムの高水管理実務に利用した場合の効果や問題点に

ついて、現場と一体となってケーススタディを重ね、必要な改良を進めていく。 
④予測降水量を活用したダム貯水池水質の効率的管理に関する技術開発 

様々な洪水規模、異なる特徴を有するダムを対象にケーススタディを行う必要があ

る。なお、治水・利水・水質を考慮した総合的な水管理という観点からはより長期的

かつ精度の高い降雨予測情報が必要である。 
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本研究及び関連研究項目

現状分析 現象の把握

降水量予
測情報の
利用可能
性検討

改良 実用化

洪水予測・氾濫予
測

洪水予警報

土砂災害の発生
予測

警戒・避難情報

ダム流入量予測

貯水池の効率的
運用

水質予測

水質改善技術

かなり研究が進んでいる研究領域

いくらか研究が進んでいる研究領域

ほとんど研究が進んでいない研究領域

「地球規模水循環変動に対応する水管理技術に関する研究」研究マップ

③ダム運用

国総研で過去に取り組んできた研究領域

①予測降水量を活用した洪水予警報に関する技術開発

②予測降水量を活用した土砂災害警戒・避難に関する技術開発

③予測降水量を活用したダム貯水池の効率的運用に関する技術開発

④予測降水量を活用したダム貯水池水質の効率的管理に関する技術開発

政策化

④ダム水質管
理

モデルの
構築

①洪水

②土砂災害

対策技術の開発

分野・対象

現状分析・現象の把握
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